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【Hib はどんな菌なのか】
　Hib（ヒブ）は「インフルエンザ菌 b 型」という
細菌です。冬に流行するインフルエンザの病原体

（ウイルス）と間違われやすいですが、全く別のも
のです。
　Hib による重症感染症には、髄膜炎、喉頭蓋炎、
菌血症などがありますが、日本では毎年６００人の
子どもたち（ほとんどが５歳未満で半数は０〜１
歳）が Hib に感染し、20 〜 30 人が死亡し、後遺
症を残す子どもが１００人以上います（Hib ワク
チン導入前）。世界保健機関による２０００年の推
計では、ワクチンで防げる病気で乳幼児が亡くな
る原因として、麻疹（はしか）の約 78 万人に次い
で多いのが Hib の約 46 万人だそうです。
　Hib による髄膜炎は、初期は胃腸炎と区別がつ
かないことも多く、診断が難しいことと、抗生物質
が効きにくい Hib が増えているため、治療も難し
くなってきています。Hib は普段、小さい子ども
の鼻の奥に潜んでいます。健康な幼児でも５〜 10
％は Hib を保菌しています。一方で３歳を過ぎる
と、Hib に対する抗体ができてくるので、保菌者
は少なくなり、Hib による重症感染症も減ってき
ます。
【Hib 感染症はワクチンで防げる】
　１９９０年代から、欧米では Hib ワクチンが導
入され、２００８年には、アジア・アフリカを含む
１１０か国以上で使用されています。効果は劇的
で、今やほとんどの先進国で Hib による重症感染
症はないといっても良い状態になっています。
【ようやく日本でも接種可能になりました】
　２００８年 12 月下旬から日本でも Hib ワクチン
が接種可能（任意接種）になりました。

【接種スケジュール】
　Hib による髄膜炎は３歳未満、特に０歳から１
歳の子どもに多く発症します。そのためできるだ
け早く接種したいワクチンです。
　ＤＰＴ（三種混合）は、３か月からが定期接種と
されていますが、それよりも１か月早く接種が開
始できます。
　初回接種が生後２か月〜７か月未満の場合は３
回、いずれも４〜８週の間隔で接種します。初回接
種のおおむね１年後に追加免疫として１回接種し
ます。初回接種が生後７か月〜 12 か月未満の場
合は２回、４〜８週間の間隔で接種し、１年後に追
加接種を１回します。接種の開始時期（年齢）に
よって、スケジュールが変わってくるのでご注意
ください。
　１歳〜５歳未満の場合は、乳幼児と違い、Hib
に対する抗体を作る能力が高まっているので、
１回の接種で終了し、１年後の追加接種も不要で
す。なお、５歳以上の接種は不要とされています。
【副反応】
　ＤＰＴ（三種混合）と同等かそれ以下です。
【おわりに】
　ようやく日本でも接種可能となりましたが、
定期接種でなく任意接種ですので有料になりま
す。初回接種が生後何か月かでスケジュールが変
わり、ほかのワクチンとのスケジュール調整も必
要です。また、ワクチンが生物製剤という「薬品」
である以上、１００％安全ということはいえないの
で、かかりつけの医師と十分相談のうえ、接種を検
討してください。
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